
令和５年第５号                令和５年７月３日 

【稲作情報：栃尾・山古志地区】       Ｊ Ａ え ち ご 中 越 

（越後ながおか地区版） 
 

🌾幼穂形成期･出穂期は平年より 1日程度早い見込み！🌾 

～ 穂肥を適期に施用し品質向上を図りましょう！ ～ 
   

１．JA えちご中越 越後ながおか地区管内の生育状況（6 月 20 日現在） 
 

①栃尾地域：草丈は長め、茎数は少なめ、葉色・生育の進みは目標値並み。 

②山古志・太田地域：草丈は長め、茎数はやや少なめ、葉色・生育の進みは目標値並み。 
 
 コシヒカリ 

草丈（㎝） 茎数（本/㎡） 葉数（L） 葉色（SPAD） 

栃尾地区全体 41 268 7.8 39.8 

山古志・太田 41 288 8.1 39.8 

生育目標（6/20） 37.0 300 7.8 38.0 

目標比較（%.±） 111 89～96 0.0～0.3 1.8 

前年（R4） 34 301 7.5 40.9 
 
 

２．出穂期の予想と穂肥時期の目安 
（６月２１日現在  長岡農業普及指導センター） 

 予 想 穂肥時期の目安（出穂前日数） 
施肥量 

幼穂形成期 出穂期 １回目 ２回目 

コ

シ

ヒ

カ

リ 

栃尾平坦部 7月 10日 8月 2日 
7月 15～18日 

（18～15） 

7月 23日 

（10） 

けい酸入り 

エコ・5-5 

専用穂肥 

上限施用量 

18㎏/10ａ 

栃尾山間部 7月 13日 8月 5日 
7月 18～21日 
（18～15） 

7月 26日 
（10） 

山古志・ 

栃尾半蔵金 
7月 15日 8月 7日 

7月 20～23日 
（18～15） 

7月 28日 
（10） 

こしいぶき 6 月 29 日 7 月 22 日 
6 月 29 日 
（23） 

7 月 8 日 
（14） 

も

ち 
こがねもち 7 月 4 日 7 月 27 日 

7 月 9～12 日 
（18～15） 

7 月 17 日 
（10） 

酒

米 
五 百 万 石 6 月 25 日 7 月 18 日 

6 月 28 日 

（20） 

7 月 6 日 

（12） 

加
工
用
米 

ゆきみらい 6 月 24 日 7 月 17 日 
6 月 24 日 
（23） 

7 月 4 日 
（13） 

尿素 

1 回目:4.5～5.5kg 

2 回目:4.5～5.5kg 

合計 9～11kg/10a 

※早生品種は5月1日～5日稚苗移植、中晩生品種は5月10日～15日稚苗移植で予想しています。 

田植えが５日前後すると、出穂は２日程度前後します。今後の気象条件で予想は変わります。  

※コシヒカリの栃尾山間部、山古志・栃尾半蔵金はJAえちご中越で追加記載。 
※新之助については後日発表の予定です。 
 

３．幼穂長からの穂肥時期の把握について 
 

幼穂形成期や発育ステージの把握は、ほ場による生育差が大きいので、出穂予想を参考に

しつつ、必ず幼穂長を確認し、適期に穂肥を施用してください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

◎茎の基部をカッターで切るか、手で剥いて幼穂を確認してください。 
 

４．「こしいぶき」の穂肥について 

◎１回目穂肥は遅れない！  ◎２回目は確実に実施する！ 

◎葉色（SPAD値36、葉色カラースケール4.5）を維持！（8/10頃まで） 

【出穂期が７月２２日の場合】 

    ＜こしいぶき穂肥施用時期＞     ＜けい酸入りエコ・5－5専用穂肥施用量＞  

   １回目：６月２９日頃（出穂23日前）     １回目 ８kg/10a 

   ２回目：７月 ８日頃（出穂14日前）     ２回目１０kg/10a 
  
① 砂質土壌や低地力ほ場などで毎年生育量が小さく、後期栄養が不足するほ場では「み

らい有機831」又は「味好２号」を施用し、収量・品質の向上を図りましょう。 

※「味好２号」は速効性肥料ではありませんので、地力の低いほ場では出穂前30～
25日頃に施用してください。 

 
② 「けい酸入りエコ・5-5専用元肥」の散布量が上限（30㎏/10a）に達していない場合

には、エコ・5-5運動特例的対応として基肥施用量上限への窒素(N)残量相当を「けい
酸入りエコ・5-5専用穂肥」2回目施用時に追加散布することが可能です。 
※施用量については、必ず営農センターにご相談願います。 

 

③１・２回目穂肥を散布しても葉色が淡い場合 

  有機質100％肥料「フェザーMAX」又は「みらい有機」を追加施用 

 ⇒ 出穂５日前に15kg/10a 

＜けい酸入りエコ・5－5専用穂肥施用量＞             ＜有機質100％肥料＞ 
 １回目 ８kg/10a ＋           「みらい有機831」又は味好２号」20kg/10a   

 ２回目１０kg/10a ＋（基肥上限量の窒素(N)残量相当）＋「フェザーMAX」15㎏/10a 
 
 

※大豆後・基盤整備後（盛土部）ほ場では、今後、窒素発現が予想されるため、原則、無施用か

減肥するようにしましょう。 

 

 

 

幼 穂 長 出 穂 前 生育ステージ 穂 肥 時 期 

１～２ｍｍ 23～25日 幼穂形成期 こしいぶき等早生品種の１回目 

１ｃｍ程度 約18日 花粉母細胞分化期 コシヒカリ等中生品種の１回目 

１０ｃｍ程度 約10日 減数分裂期 ２回目の穂肥時期 

営農かわらばん７月号  

カッターによる幼穂確認 

幼穂長 



２つのポイント！！ 

５．「コシヒカリ」の穂肥 
 
（１）コシヒカリ１回目穂肥の実施判断のめやす 

【幼穂形成期（出穂２３日前）の生育】 

草丈70cmの場合：葉色カラースケール3.5以下（SPAD値34以下） 

草丈75cmの場合：葉色カラースケール 3 以下（SPAD値32以下） 

草丈80cmの場合：葉色カラースケール2.5以下（SPAD値30以下） 

    

 

 

 

５日後の１回目穂肥施用時

（出穂１８日前）に、 

けい酸入りエコ・5－5 専用穂肥を 

８kg/10a 施用可能です。 
 

※但し、出穂期にかけて低温・少照・多雨が見込まれる場合は、草丈が伸長して倒伏が大きく 
なる場合があることから、１回目穂肥時期を遅らせたり施用量を減じたり調整して下さい。 
高温・多照・少雨が予想される場合は、葉色がめやすよりやや濃い場合でも、出穂１５日前に 
施用時期を遅らせて、８kg/10a施用して下さい。 

 

【 倒伏防止に向けた高地力、排水不良ほ場における穂肥対応 】 

 

【 低地力ほ場における穂肥対応 】 

 

 （２）コシヒカリの２回目穂肥（出穂前10日頃）の施用 

①２回目穂肥は、後期栄養を維持するため、専用穂肥10kg/10aを施用して下さい。 

②高温条件下では、２回目の穂肥を確実に施用し葉色の維持、登熟向上を図りましょう。 

③出穂前10日頃の穂肥施用は、稈長の伸長に影響しないため、１回目の穂肥を施用 

できなかった場合においても、品質低下防止の観点から確実に施用して下さい。 

④１回目穂肥が出穂前18日より遅れた場合は、１回目穂肥の７日後に施用しましょう。 

⑤「けい酸入りエコ・5-5専用元肥」の散布量が上限（30㎏/10a）に達していない場

合には、エコ・5-5運動特例的対応として基肥施用量上限への窒素(N)残量相当を「け

い酸入りエコ・5-5専用穂肥」2回目施用時に追加散布することが可能です。 

※施用量については、必ず営農センターにご相談願います。 

 

 

 

 

 
 

 

 

６．雑草対策 ～斑点米カメムシの入り込む隙を無くす！～ 
 

 

 

 

 

 

 

 

７．中干し終了後の飽水管理 
   中干しは、出穂の１ヵ月前までには終了し、飽水管理へ移行してください。 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

地力が高く、排水が悪い、例年倒伏が心配されるほ場（重粘土壌等）では、１回目穂肥を 

パスするか、又は、上記のめやすより３～５日遅く（出穂 15～12 日前頃）１回目穂肥を 

施用することにより、倒伏防止を図りましょう。 

 
①砂質土壌や低地力ほ場などで例年倒伏がなく後期栄養が不足するほ場では、けい酸入り 

エコ･5-5専用穂肥に加え、「味好２号」を幼穂形成期頃（出穂２３日前頃）に20㎏/10a 

を追加施用し、品質向上を図りましょう。 
 
②１・２回目穂肥を散布しても葉色が淡い場合 

  有機質100％肥料「フェザーMAX」または「みらい有機831」 

を出穂５日前迄に15kg/10aを追加施用しましょう。 

お問い合せ先 ながおか営農センター ☎0120-915882 とちお営農センター☎0120-915883 

 

 

 

 

 
１日目 ２日目 

 

３日目 

 

４日目 ５日目 

 

６日目 

 

入水量３cm 

 

 

 

 

 
１日目 ２日目 

 

３日目 

 

４日目 ５日目 

 

６日目 

 

入水量３cm 

＜注意＞ １回のかん水で 3日以上湛水するような水持ちの良いほ場（水はけが悪い）では、 

湛水状態にせず、3日間湛水・3日間落水を繰り返す間断かん水とし、根の活力維持に 

つとめてください。 

☆間断かん水☆ 湛水状態と落水状態を数日間隔で繰り返す水管理法。（例：３湛３落 等） 

水
位

自然減水

３～５ ㎝

水
位

３～５ ㎝

自然減水

この水管理を
繰り返す！

● その後も過高温が続きそうな場合は、完全落水日を出穂後３０日頃まで延ばしましょう。

自然に減水し、足跡や溝に
水が残っているうちに再び入水

田面の高い部分がしっかり
湛水する程度に入水

こんな状態は乾かし過ぎ !!

水
位

自然減水

３～５ ㎝

水
位

３～５ ㎝

自然減水

この水管理を
繰り返す！

● その後も過高温が続きそうな場合は、完全落水日を出穂後３０日頃まで延ばしましょう。

自然に減水し、足跡や溝に
水が残っているうちに再び入水

田面の高い部分がしっかり
湛水する程度に入水

こんな状態は乾かし過ぎ !!こんな状態は乾かしすぎ‼ 

 

 

 

（例１）圃場の水持ち２～３日程度の場合の飽水管理 

（例 2）排水不良圃場の場合の飽水管理（水持ち：5 日以上） 

入水量 3cm 

入水量 2cm～3cm 程度 

現在、ＪＡ集荷施設(CE・RC除く)での色彩選別処理は行っておりません。 

 ①水田内のヒエ・ホタルイの除草 ②畦畔及び農道の草刈り・除草 

 ③適期薬剤防除 等の斑点米発生防止管理の徹底をお願いいたします。 

ポイント① 斑点米ｶﾒﾑｼ類は稲穂よりもｲﾈ科雑草の穂の方が好きな傾向があります。 

ポイント② 草刈りによるイネ科雑草の出穂抑制は最大で 3 週間です。 
 

水稲の出穂期前後各３週間にイネ科雑草の穂を出させない雑草管理で 

カメムシの発生密度を下げ、水田内への侵入と加害を防ぎましょう。 

●Check！ 


